






まだまだ猛暑がつづく9月4日
（日）、つくばサイエンス･インフォ
メーションセンターで「朗読9の
会」が開催された。この催事は“テ
レジンを語る会いばらき“　と“憲
法9条の会つくば”の共催によるも
ので、敗戦の8月を機に、平和へ
の願いを新たにする目的で企画
されたものである。

　朗読されたものは、野坂昭如作
｢戦争童話集｣から“小さい潜水艦
に恋をした、でかすぎるクジラの
話”とテレジン収容所に残された
子どもたちの詩5編であった。大
きなクジラが小さな潜水艦をクジ
ラと誤認、恋をしてしまうのだが、
潜水艦の方はクジラを敵ではな
いかと思い、さまざまな行き違い

が生まれる。そのさまがとてもお
もしろい。しかし、戦争が終わり、
やがて大きなクジラは潜水艦の
身代わりに爆破されるという悲し
い結末を迎える、そういうお話し
である。

　朗読は十里舎でんでんの方々
3人。読み進んでいくにつれ、目の
前にクジラと潜水艦の姿が浮か
び上がってくるように思えた。人
の声の素晴らしさであろうか。こ
の感じは、テレジンの子どもたち
の詩の朗読で一層強まった。何も
ない空間に、家に帰りたいと切望
する子どもたちの姿がくっきりと
見えるかのようであった。聞くに
つれて想像力が膨らみ、感情がこ
みあげ、涙するという貴重な体験

であった。
　朗読後、札幌藻岩高校の生徒
が制作したDVDを鑑賞した。テレ
ジンの子どもたちの思い、絵や詩
を書くことで希望をつなぎとめる
よう必死の努力をした大人たちの
思い、そしてテレジンの展覧会を
実施した人々の思いを、高校生が
しっかりと受け止め、確かな歩み
をしていくであろうことが期待で
きる、素晴らしいﾄﾞｷｭﾒﾝﾄであっ
た。

　終了後、20人近い参加者が、
コーヒーと手作りのお菓子を頂き
ながら、あらためて10月18日から
の「テレジン収容所の小さな画家
たち展」に全力で取り組む決意を
確認して会を終えた。　(長田)
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去った事では無いという感想
が多く寄せられました。コル
チャックの生き方について、“コ
ルチャック先生の子どもへの接
し方、どうしてこんなにできるの
かしら” “子どもの表情がぱっと
明るくなる、見習いたいけどで
きるかしら” “テレジンのフリー
ドル先生も、このコルチャック先
生も極限状態の中で、残りわず
かの『生きている』時間だけど、
子どもらしく、尊厳を持った人
間として輝かせてあげられた”
との声。大虐殺については、“何
を排除したかったの?　排除し
ようとする心の動きを学ぶべ
き”  “差別のメリットってあるの？ 
弱さの現われ？” “恐怖を植え付
け、権力にひれ伏してしまう、そ
の心理的構造的しくみ” “殺され
るのを承知で『生』への行進。命

を守るってどういうこと？”など
の意見が交わされました。
私も深い感銘を受けました。子
供たちを守ろうと権力に立ち向
かうコルチャック、そして守りき
れないことへの苦悩、それでも
優しさを失わず歩み続け、何回
となくさしのべられた助かる機
会にも応じず、子供達を見捨て
ること無くともにトレブリンカの
森へ消えていく。このラスト
シーン、コルチャック先生と一
緒に安らいだ表情で移送列車
から森へ消える200人の子供
たちはテレジンのフリードル先
生らと一緒に絵を描いた子供
たちと重なって見えました。限
りあるかもしれない時間でも人
としての誇りを持って生きる、
生きる質の大切さを改めて考
えさせられました。　　　（森）
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